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　９
月
８
日
の
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人

権
講
座
で
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
（
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す
黒
人
の

方
、
以
下
、
便
宜
上
、
黒
人
と
書
き

ま
す
）
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
現
在
、
世
界
中
で
黒
人
差
別
に

抗
議
す
る
運
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
「
黒

人
の
命
は
大
切
だ
（
和
訳
は
種
々
あ

り
ま
す
）」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
日

本
で
は
漠
然
と
肌
の
色
に
よ
る
差
別

と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
今
回
き
っ
か

け
に
な
っ
た
事
件
を
含
め
、
殺
害
に

ま
で
至
る
深
い
差
別
で
、
歴
史
を
振

第
５
回
の
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
人
権
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

今
年
も
人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　ご
住
所
、
お
名
前
を
お
書
き
の
う
え
、

お
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人

権
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

同
和
問
題
職
場
研
修
会
に
つ
い
て

　例
年
開
催
し
て
い
る
研
修
会
は
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
行
い
ま
せ
ん
。

　ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
に

は
、
事
業
所
ご
と
で
の
開
催
を
お
願
い

す
る
ご
案
内
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

日

　時

　10
月
９
日(

金)

　午
前
９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

映
画
「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ピ
ー
ス
」
鑑
賞

　聴
覚
障
が
い
が
あ
り
、
義
肢
装
具
士

を
目
指
す
女
性
が
島
根
県
大
田
市
か
ら

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
渡
り
ま
す
。
地
雷

で
片
足
を
失
っ
た
少
女
と
出
会
い････

。

日

　時

　10
月
６
日(

火)

　午
後
６
時
〜
８
時

場

　所

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
を
考
え
る
」

〜
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
〜

10
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内

り
返
っ
て
み
な
い
と
理
解
に
近
づ
け

ま
せ
ん
。

　欧
州
の
大
航
海
時
代
に
（
彼
ら
に

と
っ
て
は
）
発
見
し
た
新
大
陸
ア
メ

リ
カ
で
先
住
民
を
虐
殺
し
占
領
し
て

植
民
地
に
し
ま
し
た
。
手
に
入
れ
た

広
大
な
土
地
で
大
農
園
を
経
営
す
る

た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
を
買

い
、
奴
隷
と
し
て
働
か
せ
豊
か
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　や
が
て
、
社
会
構
造
が
違
う
北
部

の
州
と
南
部
の
州
と
が
、
奴
隷
制
の

廃
止
か
継
続
か
を
争
う
南
北
戦
争
（
１

８
６
１
〜
１
８
６
５
年
）
が
起
こ
り

ま
す
。
結
果
、
奴
隷
制
廃
止
を
目
指

す
北
軍
が
勝
利
し
「
奴
隷
解
放
宣
言
」

が
発
布
さ
れ
ま
す
。
黒
人
奴
隷
は
モ

ノ
か
ら
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
移
動

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

州
法
に
よ
っ
て
人
種
隔
離
が
認
め
ら

れ
、
公
共
施
設
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
、
白
人
と
有
色
人
種
の
分
離
が

続
き
ま
す
。
解
放
と
は
程
遠
い
実
情

が
長
く
続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
厳

し
い
差
別
が
公
然
と
行
わ
れ
、
白
人

が
黒
人
を
私
刑
（
リ
ン
チ
）
に
か
け

る
事
も
頻
繁
で
し
た
。

　１
９
５
０
年
代
半
ば
に
な
っ
て
、

黒
人
の
公
民
権
獲
得
を
目
指
す
運
動

が
高
ま
り
、
非
暴
力
に
よ
る
公
民
権

獲
得
運
動
の
指
導
者
キ
ン
グ
牧
師
の

活
躍
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
統
領
の
英
断
に
よ
り
１
９
６

４
年
７
月
、
公
民
権
法
が
制
定
、
法

の
上
で
の
人
種
差
別
が
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
初
の
黒
人
大
統
領
オ
バ
マ

氏
（
２
０
０
４
年
）
の
登
場
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
白
人
優
先
の
言

動
が
目
立
つ
方
で
は
あ
り
ま
す
。
深

く
長
い
歴
史
が
あ
る
黒
人
差
別
は
、

現
実
の
社
会
の
中
に
色
濃
く
残
っ
て

い
て
、
今
年
５
月
に
黒
人
男
性
が
白

人
警
察
官
の
過
剰
に
見
え
る
拘
束
で

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
大
規
模

な
抗
議
デ
モ
が
起
こ
っ
た
、
と
い
う

の
が
大
ま
か
な
歴
史
で
す
。

　私
た
ち
も
対
岸
の
火
事
と
し
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
と
と
も
に
関
心
を
持
っ
て
考
え

続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。▲ニューヨークの「自由の女神像」。

かかげる松明は自由を照らすためです


